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　本手法の妥当性を確認するため，3‐1節で行った単一ボ
ルト締結体の軸力緩和試験をより長時間行う。試験時間は
300 時間とし，締付け時の初期軸力は初期ガスケット接触応
力σ1が 20，30，40MPaとしている。図 14は提案する手法
により予測した結果と試験結果を示す。図 14より予測値は
実験値よりやや低い値を示しているが，300 時間が経過した
時点での誤差はいずれの応力でも12% 以下であり，50 時
間のクリープ試験の6倍の長さの予測であることを考えると
その差は比較的小さく実用的には良い評価が行えていると
考えられる。より精度を高めるためには，更なる高度化を行う
必要があるが，短時間の試験により長時間の軸力緩和特性
を予測する可能性を示すことができたと言える。

　５. 結　言

　室温環境下におけるボルト締結体のガスケットの粘性挙動
によるボルト軸力変化を精度良く予測することを目的として研
究を行い，以下に示す結論を得た。
（1）非石綿ジョイントシートガスケットと石綿ジョイントシートガス

ケットを用いた圧縮試験，クリープ試験を行い，応力が段
階的に徐荷する状態のひずみ－時間関係式を構築し
た。

（2） 構築したひずみ－時間関係式を用いて，単一ボルト締
結体，管フランジ締結体の時間経過に伴う軸力低下を
予測し，実験結果と比較することで構築したモデルの妥
当性を確認した。

（3） 短時間の試験結果から長時間のクリープ特性を予測す
る手法を検討し，この手法を用いて単一ボルト締結体の
長時間の軸力低下量を予測し，実験値と比較すること
で検討したモデルの妥当性を示し，短時間の試験より長
時間の軸力緩和特性を予測できる可能性を示した。
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出典：「圧力技術」 Vol.45-No.4-2007

　部門規格は、政府部門による全国範囲で統一に必要な技
術仕様に対する、国家規格の補充のための規格である。所
管部門は国務院行政部門（例えば中国機械連合会など）
である。部門規格コードは表 1を参照。
（例：SH3406-1996 石油化学鋼製フランジ）
　地方規格は省、自治区、直轄市範囲での統一仕様を目的
とした規格で、所管部門は地方質量技術監督局である。
（例：DB31/T229-1999 熱媒油：上海市）
　企業規格は企業内の統一を行う技術規定、管理規定、業
務規定に関わる規格である。法人の代表或いは代表から権
限委託された幹部が管理する。企業規格は公布されたあと
所管品質管理局へ届け出なければならない。
（例：Q/BYNJ3-2004）

　２－２）規格属性
　前述のように、国家規格、部門規格、地方規格は強制規
格と任意規格の 2 種類に分けられる。人体の健康、人身 ·
財産の安全を保障する規格と法律や行政法規に定められた
強制執行を伴う規格は強制規格であり、その他は任意規格
となる。地方の規格主管部門が制定した工業製品の安全、
衛生に関わる規格は当該地方では強制規格である。
　その他、ある領域の規格に適応するため、GB規格の補
充として、“標準化指導性技術文書”がある。この文書の
コード番号はGB/Zとなる。

　２－３）規格分類
　中国の規格は、部門と専門性によっても分けられる。部門
分類では65 種類（表 1）に分けられ、専門性分類では技術

　１．はじめに

　中国は1957 年標準局（規格局）を設立、1958 年に初の
国家規格を公布し、さらに1988 年には「中華人民共和国標
準法」を公布し、規格についても近代化を進めている。ただ、
これまで日本企業にとって、中国規格はあまり馴染みがない
であろうと考えられるため、本稿をもって、その概要を示すとと
もに、改訂作業等の現状を概説する。

　２．中国規格の概要

　２－１）規格の階層
　中国規格は中華人民共和国標準化法（1988）により国家
規格、部門規格、地方規格、企業規格の4階層に分類され、
各規格は上位規格に従属関係を持っている。
　規格番号は規格コード番号と規格番号と公表年により構
成される。
　国家規格は全国範囲での統一的な技術仕様を目的とした
規格である。従来は強制的な傾向が強かったが、最近は任
意規格に移行しつつある（強制、任意については2-2 項規
格属性参照）。所管部門は国家標準化管理委員会である。
（図１）
　GBは国家標準（ピンイン: Guojiao Biaozhun）の略語で、
コード番号にTが表示されているのは任意規格、Tなしは
強制規格を示す。

国家規格番号の例：
GB/T　　4622-2003　　うず巻きガスケット

中国における規格状況

The national standard of China had been issued in 1958. And the law of standards was announced in 1988. 

After that, the China economy developed so speedy, the  national standards had increased in quantity to 

20～30 thousand . This paper will introduce the China national standard including the structure, the present 

states, also the standard’s establishment and revision.

日本バルカー工業株式会社
中国シール研究所　馮　梅

規格コード番号　規格番号 - 規格発表年  　規格名
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規格、管理規格、業務規格 3種類に区分される。
　技術規格は技術事項の統一を目的とした規格で、製品規
格、プロセス規格、検査規格、安全、衛生規格などを含む。
　管理規格は管理事項の統一を目的とした規格で、技術、
経済、行政、生産、経営管理の規格を指す。
　業務規格は、組織の部門や職位について、その業務の責
任、権限、範囲、品質要求などを対象とした規格である。

　２－４）規格管理部門
　国家規格を例として、関連所管機関の関係を機関組織図
（図 1）に示す。
　各規格の制定 · 改訂は、現在、約４００ある標準化技術委
員会（規格委員会）によって統括される。規格委員会は事
務局と委員より構成され、委員は科学研究院、大学、生産会
社などから構成される。事務局は日本の場合、機械学会や
各種工業会等の学協会が多いが、中国では国営研究院が
多い。

　シールに関連する規格委員会と事務局及び関連する協
会を表 2に示す。規格委員会は協会からは独立した機関で
あるが、規格委員会の秘書長（事務局長）或いは主任（日
本の規格委員会での委員長にあたる）は協会の理事長、事
務員を兼任しており、委員会の活動を協会の作業として取り
込んでいる。表 2の事務局長は国営研究院に所属している
のが一般的である。

　２－５）規格の制定手順
規格の制定手順は概ね下記の流れである。
計画→提案（制定案）→作成→意見収集→審査→承認→
出版
計画：規格制定、改訂の計画をつくる
提案：ワーキンググループを設立、調査し、作成プランを作成。
作成：規格草案を作成
意見収集：関連部門へ草案を送付、意見を集める
審査：会議審査或いは書面審査（会議審査が主体）
承認：標準化技術委員会から国家標準化管理委員会へ改
訂草案を提出、承認していただく。
規格の制定 · 改訂計画は国家標準化管理委員会より指示
され、標準化技術委員会はその実務を担当する。

コード
AQ 
BB 
CB,CBM 
CH 
CJ,CJJ 
CY 
DA 
DB 
DL,DLJ 
DZ 
EJ 
FZ,FJJ 
GA 
GH 
GY,GYJ 
HB HBm 
HG,HGJ 
HJB 
HJ 
HJBZ 
HY 

JB,JBJ 
JC 
JG,JGJ 
JJ 
JR 
JT,JTJ,JTG 
JY 

LB 
LD 
LS 
LY 
MH

コード
MT 
MZ 
NY 
QB 
QC 
QJ 
QX 
SB,SBJ 
SC 
SD,SDJ 
SH,SHJ 
SJ 
SL,SLJ 
SN 
SY,SYJ 
TB,TBJ 
TD 
TY 
WB 
WH 
WJ 

WM 
WS 
XB
YB,YBJ 
YBB 
YC 
YD,YDC,
YDJ,YDN 
YS,YSJ 
YY 
YZ,YZN
ZY 

部門
安全
包装
船舶
測量と製図
街建設
新聞出版
人事書類
地震
電力
地質鉱物
核工業
紡繊
公共安全
供給販売協同
映画テレビ放送
航空
化学工業
海軍
環境保護
環境表示
海洋

機械
建築材料
建築工業
街建設環境保護
金融
交通
教育

旅行
労働＆労働安全
食糧
林業
民用航空

部門
石炭
民政
農業
軽工業
自動車
宇宙飛行
気象
商業
水産
水利電力
石油化学工業
電子
水利
商品検査
石油天然ガス
鉄道運送
土地管理
体育
物資管理
文化
兵士用品、工業用品、
民生用品
対外経済貿易
衛生
希土
黒色冶金

薬品包装容器（材料）
タバコ
通信
有色冶金
医薬
郵政
漢方薬

表1　部門規格コード一覧 図1　国家規格委員会所管機関組織図

表2　シール関連国家標準化技術委員会

委員会名

全国管路附
件標準化技
術委員会

全国非金属
鉱物製品標
準化技術委
員会

全国填料静
密封標準化
技術委員会

所在地

北京

西安

合肥

事務局長
所属会社

中国機械
研究院

咸陽非金
属鉱研究
設計院

摩擦密封
材料協会

合肥通用
機械研究
院

機械学会
静密封協
会

関連協会

全国標準化技術委員会

事務局 規格情報
センター

国際
提携部

工業
規格部

サービス業
規格部

農業食品
規格部

国家標準化管理委員会
（国家標準化管理局）

国家質量監督検験検疫総局

中国における規格状況

　３．中国規格の現状

　３－１）規格の制定・改訂の現状と課題
　中国規格には重複などの問題が多く、国家標準化管理委
員会は2004 年から一年半を掛けて、全規格の整理作業を
した。2006 年夏から規格の制定 · 改訂作業が開始され、国
家標準化管理委員会は各年度に国家規格の制定 · 改訂計
画を提出している。2007 年度は7回提出され、8619 件の規
格制定 · 改訂を予定しており（表 3）、いずれも2008、2009
年までが完成期限とされている。

　３－２）シール関連規格現状、改訂動向
　３－２－１）フランジ・ガスケット規格の現状
　国家規格或いは部門規格に国際規格（ISO）や海外規
格を採用するのも一般的である。具体的な海外規格採用現
状を表 4に示す。

　フランジ規格の場合、国家規格（GB）にはISOを採用し、
化工部門規格（HG）はDIN、ANSI 規格、機械部門（JB）
は旧ソ連規格（ドイツ系に属する）、石化部門規格（SH）は
ANSI 規格を採用している。シール材などの物性試験方法
にはASTM（アメリカ材料試験協会）を採用し、ガスケット試
験はASTM、BS、独自方法からなっている。フランジ規格体
系を表 5にまとめた。フランジ、ガスケットについては国家規
格よりも部門規格が多く使われている。

　2008 年 2月26日国家標準化管理委員会は「2008 年 20
号文“国家規格制定 ·改訂作業に関する通達”」を出した。
内容は2006 年度第 1回制定 · 改訂を計画した9540 件の
規格の最終承認資料を5月15日までに提出すべしという内
容であった。各規格委員会は、2月末から、慌しく規格の制
定 · 改訂作業に取り組むこととなった。筆者が 2008 年 4月
に出席したある規格審査会では、1日で15 件の規格を審査
した。締切期限が近くなったため、審査の前段階での意見
聴取は行われず、3月のワーキンググループ会議の場でのみ
意見を聴取しただけであった。結局審査会当日には反対意
見が多く、議論は夜まで延長され、過酷な会議だったことを
今でも覚えている。また同じ通達により、他の8724 件の規格
を2008 年 11月15日まで提出し、年内には全ての承認作業
を終了する予定となっている。
　2008 年は 1 万件の国家規格制定と9500 件の規格改訂
が予定されている。仮に400ある標準化技術委員会に平均
分配し、制定期限 1.5 年間で計算すると、１標準化技術委
員会当たり平均月3件の規格を制定 ·改訂する必要がある。
筆者の体験及び 2008 度計画から、少しでも中国規格の制
定 · 改訂の現状の一端を理解いただければ幸いです。

公布計画
文書 No.

強制
規格

任意
規格

小計
（件）

指導性
技術文書

GB/T9113．1-2000全面座
& 平面座一体鋼製フランジ

ISO7005、DIN2501、
ANSI/ASMEB16.5 

ISO7005、
ANSI B16.5&B16.47  

旧ソ連ΓOCT規格

EN1514.1、
ANSI/ASMEB16.21

DIN　2690等

ANSI/ASMEB16.21

SH3406-1996石油化工鋼
製フランジ

JB/T79.1平面座一体鋼製フ
ランジ

GB/T 9126-2008管フランジ
用非金属平型ガスケット 寸法

HG20606-97鋼製管フランジ
用非金属平型ガスケット（欧州
系）

HG20627-97鋼製管フランジ用
非金属平型ガスケット（美州系）

2007-20
2007-21
2007-XX
2007-85＊
2007-100
2007-105＊
2007-114＊
計（件）

5-14
5-14
5-17
11-7
11-30
12-14
12-30

40
38
46
325
402
153
60
1064

315
250
247
2376
2903
967
412
7470

19
0
1
23
38
2
2
85

374
288
294
2724
3343
1122
474
8619

表3　2007年度全GB規格制・改訂計画

表4　中国規格の国際・海外規格採用状況

表5　フランジ規格体系

＊全ての完成期限は2008年
ANSI：アメリカ規格　BS：イギリス規格　DIN：ドイツ規格
ISO：国際規格　JB,  SH,  HG は表1参照

発表日

中国規格 採用国際・外国規格

フ
ラ
ン
ジ

ガ
ス
ケ
ッ
ト

ドイツ系

体系
種類 GB HG SH JB

○ ○ × ○

○ ○ ○ ×ANSI系



技術論文

バ
ル
カ
ー
技
術
誌

　

W
inter 2009

バ
ル
カ
ー
技
術
誌

　

W
inter 2009

No.16 No.16

2221

規格、管理規格、業務規格 3種類に区分される。
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社などから構成される。事務局は日本の場合、機械学会や
各種工業会等の学協会が多いが、中国では国営研究院が
多い。

　シールに関連する規格委員会と事務局及び関連する協
会を表 2に示す。規格委員会は協会からは独立した機関で
あるが、規格委員会の秘書長（事務局長）或いは主任（日
本の規格委員会での委員長にあたる）は協会の理事長、事
務員を兼任しており、委員会の活動を協会の作業として取り
込んでいる。表 2の事務局長は国営研究院に所属している
のが一般的である。

　２－５）規格の制定手順
規格の制定手順は概ね下記の流れである。
計画→提案（制定案）→作成→意見収集→審査→承認→
出版
計画：規格制定、改訂の計画をつくる
提案：ワーキンググループを設立、調査し、作成プランを作成。
作成：規格草案を作成
意見収集：関連部門へ草案を送付、意見を集める
審査：会議審査或いは書面審査（会議審査が主体）
承認：標準化技術委員会から国家標準化管理委員会へ改
訂草案を提出、承認していただく。
規格の制定 · 改訂計画は国家標準化管理委員会より指示
され、標準化技術委員会はその実務を担当する。

コード
AQ 
BB 
CB,CBM 
CH 
CJ,CJJ 
CY 
DA 
DB 
DL,DLJ 
DZ 
EJ 
FZ,FJJ 
GA 
GH 
GY,GYJ 
HB HBm 
HG,HGJ 
HJB 
HJ 
HJBZ 
HY 

JB,JBJ 
JC 
JG,JGJ 
JJ 
JR 
JT,JTJ,JTG 
JY 

LB 
LD 
LS 
LY 
MH

コード
MT 
MZ 
NY 
QB 
QC 
QJ 
QX 
SB,SBJ 
SC 
SD,SDJ 
SH,SHJ 
SJ 
SL,SLJ 
SN 
SY,SYJ 
TB,TBJ 
TD 
TY 
WB 
WH 
WJ 

WM 
WS 
XB
YB,YBJ 
YBB 
YC 
YD,YDC,
YDJ,YDN 
YS,YSJ 
YY 
YZ,YZN
ZY 

部門
安全
包装
船舶
測量と製図
街建設
新聞出版
人事書類
地震
電力
地質鉱物
核工業
紡繊
公共安全
供給販売協同
映画テレビ放送
航空
化学工業
海軍
環境保護
環境表示
海洋

機械
建築材料
建築工業
街建設環境保護
金融
交通
教育

旅行
労働＆労働安全
食糧
林業
民用航空

部門
石炭
民政
農業
軽工業
自動車
宇宙飛行
気象
商業
水産
水利電力
石油化学工業
電子
水利
商品検査
石油天然ガス
鉄道運送
土地管理
体育
物資管理
文化
兵士用品、工業用品、
民生用品
対外経済貿易
衛生
希土
黒色冶金

薬品包装容器（材料）
タバコ
通信
有色冶金
医薬
郵政
漢方薬

表1　部門規格コード一覧 図1　国家規格委員会所管機関組織図

表2　シール関連国家標準化技術委員会

委員会名

全国管路附
件標準化技
術委員会

全国非金属
鉱物製品標
準化技術委
員会

全国填料静
密封標準化
技術委員会

所在地

北京

西安

合肥

事務局長
所属会社

中国機械
研究院

咸陽非金
属鉱研究
設計院

摩擦密封
材料協会

合肥通用
機械研究
院

機械学会
静密封協
会

関連協会

全国標準化技術委員会

事務局 規格情報
センター

国際
提携部

工業
規格部

サービス業
規格部

農業食品
規格部

国家標準化管理委員会
（国家標準化管理局）

国家質量監督検験検疫総局

中国における規格状況

　３．中国規格の現状

　３－１）規格の制定・改訂の現状と課題
　中国規格には重複などの問題が多く、国家標準化管理委
員会は2004 年から一年半を掛けて、全規格の整理作業を
した。2006 年夏から規格の制定 · 改訂作業が開始され、国
家標準化管理委員会は各年度に国家規格の制定 · 改訂計
画を提出している。2007 年度は7回提出され、8619 件の規
格制定 · 改訂を予定しており（表 3）、いずれも2008、2009
年までが完成期限とされている。

　３－２）シール関連規格現状、改訂動向
　３－２－１）フランジ・ガスケット規格の現状
　国家規格或いは部門規格に国際規格（ISO）や海外規
格を採用するのも一般的である。具体的な海外規格採用現
状を表 4に示す。

　フランジ規格の場合、国家規格（GB）にはISOを採用し、
化工部門規格（HG）はDIN、ANSI 規格、機械部門（JB）
は旧ソ連規格（ドイツ系に属する）、石化部門規格（SH）は
ANSI 規格を採用している。シール材などの物性試験方法
にはASTM（アメリカ材料試験協会）を採用し、ガスケット試
験はASTM、BS、独自方法からなっている。フランジ規格体
系を表 5にまとめた。フランジ、ガスケットについては国家規
格よりも部門規格が多く使われている。

　2008 年 2月26日国家標準化管理委員会は「2008 年 20
号文“国家規格制定 ·改訂作業に関する通達”」を出した。
内容は2006 年度第 1回制定 · 改訂を計画した9540 件の
規格の最終承認資料を5月15日までに提出すべしという内
容であった。各規格委員会は、2月末から、慌しく規格の制
定 · 改訂作業に取り組むこととなった。筆者が 2008 年 4月
に出席したある規格審査会では、1日で15 件の規格を審査
した。締切期限が近くなったため、審査の前段階での意見
聴取は行われず、3月のワーキンググループ会議の場でのみ
意見を聴取しただけであった。結局審査会当日には反対意
見が多く、議論は夜まで延長され、過酷な会議だったことを
今でも覚えている。また同じ通達により、他の8724 件の規格
を2008 年 11月15日まで提出し、年内には全ての承認作業
を終了する予定となっている。
　2008 年は 1 万件の国家規格制定と9500 件の規格改訂
が予定されている。仮に400ある標準化技術委員会に平均
分配し、制定期限 1.5 年間で計算すると、１標準化技術委
員会当たり平均月3件の規格を制定 ·改訂する必要がある。
筆者の体験及び 2008 度計画から、少しでも中国規格の制
定 · 改訂の現状の一端を理解いただければ幸いです。

公布計画
文書 No.

強制
規格

任意
規格

小計
（件）

指導性
技術文書

GB/T9113．1-2000全面座
& 平面座一体鋼製フランジ

ISO7005、DIN2501、
ANSI/ASMEB16.5 

ISO7005、
ANSI B16.5&B16.47  

旧ソ連ΓOCT規格

EN1514.1、
ANSI/ASMEB16.21

DIN　2690等

ANSI/ASMEB16.21

SH3406-1996石油化工鋼
製フランジ

JB/T79.1平面座一体鋼製フ
ランジ

GB/T 9126-2008管フランジ
用非金属平型ガスケット 寸法

HG20606-97鋼製管フランジ
用非金属平型ガスケット（欧州
系）

HG20627-97鋼製管フランジ用
非金属平型ガスケット（美州系）

2007-20
2007-21
2007-XX
2007-85＊
2007-100
2007-105＊
2007-114＊
計（件）

5-14
5-14
5-17
11-7
11-30
12-14
12-30

40
38
46
325
402
153
60
1064

315
250
247
2376
2903
967
412
7470

19
0
1
23
38
2
2
85

374
288
294
2724
3343
1122
474
8619

表3　2007年度全GB規格制・改訂計画

表4　中国規格の国際・海外規格採用状況

表5　フランジ規格体系

＊全ての完成期限は2008年
ANSI：アメリカ規格　BS：イギリス規格　DIN：ドイツ規格
ISO：国際規格　JB,  SH,  HG は表1参照

発表日

中国規格 採用国際・外国規格

フ
ラ
ン
ジ

ガ
ス
ケ
ッ
ト

ドイツ系

体系
種類 GB HG SH JB

○ ○ × ○

○ ○ ○ ×ANSI系
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　３－２－２）フランジ・シール規格の改訂動向
　国家規格の改訂は整理、統合が主体で、例えば
GB/T15530.1“ 銅合金鋳鉄フランジ”では95 年版の規格
がGB/T2505-1989“船用鋳銅フランジ”との統合となった。
また呼び寸法もPN* 系単独からPN系とCLASS* 系を併
記した寸法表とした。ガスケット規格も統合され、フランジ改
訂に応じた改訂を行った。
　中国ではいまだ石綿禁止が法律化されていないため、石
綿はまだ使用可能であるが、国際的な非石綿化の動きを受
けて、非石綿化の認識が高くなっている。規格の改訂でも
“石綿材料を使用した場合、国家法律の規定に従い、保護
処置をし、健康に被害を与えないことを注意する”などの文
言を追加するようになった。またガスケットは材料、特性に関
する規格の整備が進められており、新規材料の追加や、非
石綿シール材料生産規格も制定が計画されている。試験規
格はASTM規格を採用する傾向が強い。
＊ PN：呼び圧力　＊ CLASS：ASME圧力

　３－３）国際化の参加、進捗状況
　国家標準化管理委員会は、2010 年までにISOの常任理
事国入りを目標としていたが、2007 年には、ISO規格制定へ
の参画は500 件程度になり、2008 年 10月16日ドバイで開
催された第 31 回 ISO 大会で、中国は ISOに対する貢献
率が第 6位にランクインされ、ISO 常任理事国入りを果たし
た。2009 年度 ISO/TC5/SC10（金属フランジとその締結体
Metallic　flanges and their joints）年会は中国北京で開
催が予定されており、全国管路附件標準化技術委員会（表
2参照）はその準備を粛 と々進めている。

　４．中国規格の入手方法

　中国規格の入手ルートは下記にまとめた。但し、原本は全
て中国語である。
　①中国標準出版社（ネット販売可）
　http://www.bzcbs.com/
　②上海標準化サービス情報ネット( ネット販売可）　　　
　http://www.cnsis.info/
　③（財）日本規格協会　
　http://www.jsa.or.jp/
　英語タイトル検索は国家標準化管理委員会のホームペー
ジをご利用ください。
　http://www.sac.gov.cn/

　規格の貸出や、内容を確認しての購入に関しては、下記
の標準化研究所をご利用ください。
　中国標準化研究院（北京）
　上海標準化研究所

　５．おわりに

　最近、中国規格の制定 · 改訂作業量はピークに達してい
る。各規格委員会は国際 · 海外規格の制定採用或いは
ISO規格活動への取り組み、より合理的、高レベルな規格制
定を目指し積極的に行動している。本文の紹介で中国の規
格体系や現状をご理解いただければ幸いです。

参考文献
1）　「中国機械工業標準まとめ　フランジ篇」　
　   中国標準化出版社
2）　李新華　「フランジ用ガスケット実用ハンドブック」　
　   中国標準化出版社
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  はじめに

　近年、石綿規制に伴いグランドパッキンの脱石綿化の取り組みが進み、弊社では石綿製品に代わる非石綿製品をラインナップして
いる。但し、非石綿化によって製品価格が上がる懸念要素もあり、必ずしもユーザーの満足を十分に得ているとは言えない。特に安
価な汎用石綿製品等を使用していたユーザーでは、高スペックではない汎用で安価な非石綿製品を望む声がある。
　今般、ユーザーニーズに応えるべく開発した膨張黒鉛系汎用グレード製品の紹介をする。

　１．構成

●バルカーNo.N133　（旧品番No.VC-22）
　バルカー No.N133は、膨張黒鉛ヤーンを断面角形に編組
　し、PTFEディスパージョンで仕上げたコイルパッキンである。

●バルカーNo.N1290　（旧品番No.VC-26）
　バルカー No.N1290は金属線で被覆した膨張黒鉛ヤーンを
　断面角形に編組し、PTFEディスパージョンで仕上げたコイ
　ルパッキンである。

●バルカーNo.N1271　（旧品番No.VC-25）
　バルカー No.N1271は金属線で被覆した膨張黒鉛ヤーンを
　断面角形に編組し、黒鉛と潤滑油で仕上げたコイルパッキン
　である。

膨張黒鉛系汎用グレード
ノンアス®グランドパッキン
No.N133， No.N1290， No.N1271 要約

　Current flexible graphite lead products are more expensive than the asbestos products. Now then, 

flexible graphite general-purpose grade; No.N133, No.N1290 and No.N1271 are products with a high cost 

performance that achieve the price at the asbestos products level.

　They recommend use to equipment general-purpose to which the low performance asbestos products 

except important equipment.

日本バルカー工業株式会社
基幹産業開発部　滝照　和正

バルカーNo.N133　（旧品番No.VC-22）


